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市区町村が窓口装置を用いて年金相談を実施することについての調整状況について

○ 平成１２年の地方分権一括法による法改正により、

・年金に関する事務は、それ以前に市区町村で行っていた保険料収納事務を含めて、国の事務と

する

・市区町村においては、法律で定められた事務のみを行う（法定受託事務）こととし、具体的に

は、国民年金の資格取得等に関する届出等の受理の事務を行う

こととなっている。

○ このような法制度下において、市区町村が、窓口装置を用いて年金相談を行うことがどう位置付

けられるかについて、総務省と協議を行ってきた。

○ その結果、希望する市区町村においては、個別に、社会保険庁が委託する形をとることにより、

窓口装置を用いた「ねんきん特別便」に関する相談に対する協力ができることとして整理したと

ころである。
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 一次分　９２０万人

 二次分　１１０万人

 計　１，０３０万人

19年10月 11月 12月

期間重複
チェック

5,000万件
抽出

受給者
（第１次名寄せ）

通知
編集

5,000万件
抽出

受給者
（第2次名寄せ）
〈第２段階〉*2

名寄せ処理
期間重複
チェック検証期間

5,000万件
抽出

名寄せ処理

受給者
（第2次名寄せ）
〈第１段階〉*1
・生年月日±1等

名寄せ処理 通知編集

3月

通知編集

５２４万件の氏名補正分に係る名寄せ ・ 特 別 便 ス ケ ジ ュ ー ル

期間重複チェック

20年1月 2月

氏名補正分取込み 518万人

期間重複チェックのプログラム修正に伴う検証

11/2 12/10

12/10 2/1

1/15 3/6

10/25～30

12/3～6

1/11～14

氏名補正分取込み 478万人

氏名補正分取込み

232万人

12/17～3/12に

７４０万人発送

 3/19～２１に

２９０万人発送予定

＊１　第１次名寄せについても、併せて実施

＊２ 第１次名寄せ及び第２次名寄せ（第１段階）についても併せて実施

被保険者
「氏名補正対応」
（第１次名寄せ）
（第２次名寄せ）

5,000万件
抽出

抽出

被保険者
（第2次名寄せ）
〈第２段階〉*3

・ﾌﾙﾔ、ﾌﾙﾀﾆ　などの
漢字読み違え

被保険者
（第１次名寄せ）
（第２次名寄せ）

〈第１段階〉

5,000万件
抽出 名寄せ処理

期間重複
チェック

通知編
集

通
知
編
集

期間
重複
チェ
ック

期間重複
チェック

名寄せ処理

通知
編集

名寄せ
処理

通知
編集

期間重複
チェック

氏名補正分取込み 518万人

12/17 1/24

1/7 2/1

1/29 2/28

12/3～6

氏名補正分取込み 478万人

1/11～14

3/6

＊４

＊２　第１次名寄せ及び第２次名寄せ（第１段階）についても併せて実施

＊３　第１次名寄せ及び第２次名寄せ（第１段階）についても併せて実施

＊４　障害年金受給者等について実施
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ワンビシ・アーカイブズの旧台帳の整理について 

 

＜現状＞ 

 ○ 約１３６５万件の厚生年金保険被保険者台帳等（以下「旧台帳」という。）については、都道府県別の年金手帳

記号番号順に配列しているが、県内の旧台帳が全て一連番となっておらず、年金記録の状態（昭和３２年１０月

１日現在で被保険者、資格喪失者など）によって、収納している保管箱が別々となっている。 

   このため、旧台帳の索出に当たっては、複数の保管箱を確認しなければならず、確認作業が非効率となってい

る。 

 ○ また、旧台帳が作成されてから既に５０年を経過しているため、紙の劣化が進んでいるものや毀損など、この

ままでは記録管理に問題が生じる恐れもある。 

 ○ このため、配列方法等も含め旧台帳の保管方法について早急に見直しを行うこととしている。 

 

＜見直し案＞ 

 まずは、旧台帳の効率的な索出等を行うため、旧台帳の年金手帳記録番号のデータベース化を行う。 

① 旧台帳の並べ替えは行わず、旧台帳の手帳記号番号をデータ入力する。 

②  旧台帳の索出を容易にするため、箱サイズを５％拡大した新たな収納ケース（箱）に旧台帳を入れ、一定枚

数(例えば３００枚)毎に見出しカードを入れる。 

 

※ 今後、作業時間、必要経費等を精査するとともに、予算的に可能であれば、併せて旧台帳の物理的な並び替えを行

うことも検討。 

※ 実施時期 ・・・ 平成２０年度早期着手予定。 
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合　　計

厚生年金保険等及び国民年金の管理の現状

本庁 地方庁

市町村
社会保険業務センター 社会保険事務所

紙 保管状況を確認中（

国民年金被保険者台帳 166万件 国民年金被保険者名簿 3,983万件 30,194万件

厚生年注1） 金被保険者名簿・原票 25,382万件

船員保険被保険者名簿 576万件

国民年金被保険者名簿　 87万件

マイクロフィルム

厚生年金被保険者台帳 1,754万件 国民年金被保険者台帳 3,138万件 国民年金被保険者名簿 4,555万件 49,305万件

船員保険被保険者台帳 36万件 厚生年金被保険者名簿・原票 38,885万件

船員保険被保険者名簿 855万件

国民年金被保険者名簿　 82万件

電磁媒体
（磁気ファイル、
磁気テープ等）

（注２
国民年

）
金被保険者名簿 7万件 国民年金被保険者名簿 4,988万件 4,995万件

合    計 1,790万件 69,178万件 13,526万件 84,494万件

（注１）厚生年金保険及び船員保険について、磁気テープの元となった紙の台帳を保管している。磁気テープ化した台帳は、厚生年金保険が１３６５万件、船

員保険が２８万件(社会保険庁編「三十年史」)。

（注２）社会保険オンラインシステムによって管理している被保険者記録は、平成１８年６月１日時点で約２億９５４７万件であり、厚生年金保険（船員保険を含

む。）の被保険者記録が約１億５６２３万件、国民年金の被保険者記録が約１億３９２３万件となっている。
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年金記録の管理の現状（イメージ）

現存者 １億人
受給権者 ３千万人

被保険者 ７千万人

記録数：２億５千万件

※一つの番号で記録を管理
※死亡した者の記録を含む

基礎年金番号で管理

記録数：５千万件

※基礎年金番号導入（Ｈ９．１）
前と同様に各制度に記録を管理

１４３０万（旧厚年台帳）
３６万（船保旧台帳）

年金手帳の記号番号で管理
（基礎年金番号以外の番号で管理）

コンピュータで管理
されている加入記録
（総数約３億件）

国民年金：1億3900万件
厚生年金：1億5600万件

基礎年金番号を付番されていない
共済過去記録（１８１万件）は各共
済組合で管理

国民年金 厚生年金保険

＜社会保険事務所＞
国民年金被保険者の特殊台帳
国民年金被保険者の普通台帳（内容確認、補正の上ほとんど破棄）
約3,300万件（紙、マイクロフィルム）

国民年金被保険者名簿（市町村から社会保険事務所に移管し、保管）
約180万件（紙、マイクロフィルム、磁気媒体）

＜市町村＞
被保険者名簿（一部保管なし）
約13,500万件（紙、マイクロフィルム、磁気媒体）

＜社会保険事務所＞
厚生年金の被保険者名簿・原票
約64,400万件（紙、マイクロフィルム）

船員保険の被保険者名簿
約1,400万件（紙、マイクロフィルム）

記録数：８億５千万件

※厚生年金保険及び船員保険について、磁気テープの元となった紙
の台帳を保管している。磁気テープ化した台帳は、厚生年金保険が
１３６５万件、船員保険が２８万件(社会保険庁編｢三十年史｣)。

＜社会保険庁＞
厚生年金被保険者台帳（旧台帳）
※マイクロフィルムで管理している台帳 約1,800万件
(注)類似のものとして船保の台帳がある
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業務内容 契約形態
　　社会保険庁における
　　指揮監督の方法

研修方法

ねんきん特別便専用ダイヤ
電話相談業務委託

ルの

　　「ねんきん特
　対象者からの
　応答業務
【業務委託の概
１．必要な人材
　　（契約社員
　　を問わない
２．ブースを設
　　電話交換機
　（ＷＭ及び電
　　の確保
３．事業実績の

別便」の送付
電話相談への

要】
の募集・確保
か、派遣社員か
。）及び研修
置するフロア、
等必要機材
話回線を除く。）

報告

業務委
（必要
約社員
者自身
合には
社が採
に派遣
会保険
直接に
い。）

託契約
な人材の確保を含む。契
の場合には、受託事業
が採用。派遣社員の場
、派遣元の人材派遣会
用した者を受託事業者
させる。個々の人材と社
庁との間においては、
は契約関係は成立しな

１．社会保険庁職員による現地
　における監督
　（個々のオペレーター等に対
　　する監督は、受託事業者が
　　実施。社会保険庁は、オペ
　　レーター等に対する事業者
　　の指導監督等を含めて、
　　事業実施状況を監督。）
２．ブース数に対するオペレー
　ターの着席数の割合、受電
　数、受電率、平均通話時間
　等の基本項目を日時で報告
　させる。

１．管理者及びスーパーバイ
　ザーに対する研修は、社会
　保険庁職員が、社会保険庁
　から提供した資料により実施。
２．オペレーターに対する研修
　は、上記の管理者又はスー
　パーバイザーが、当該資料を
　基に実施。事業者により、追
　加の研修資料を追加すること
　は認めているが、社会保険庁
　が提供した資料を無断で改変
　することは認めていない。

「1430万件、36万件」の旧台
転記作業

帳の

　 マイクロフィ
ている厚生年
保険の旧台帳
コンピューター
作業を実施す
の記録を磁気
要があるが、デ
使用する入力
転記等業務

ルムで保管され
金保険及び船員
記録について、
の記録と名寄せ
るうえで、氏名等
データ化する必
ータ入力時に
対象者リストの

労働者
(派遣
用した
個々の
間にお
関係は

派遣契約
元の人材派遣会社が採
者を受け入れている。
人材と社会保険庁との
いては、直接には契約
成立しない。)

　 派遣元の人材派遣会社から
派遣された者に対して、直接社
会保険庁職員が指揮監督を実
施
１．作業の全体進捗管理
２．転記作業後のチェック
３．派遣社員からの個別の質問
　　に対する対応

　 転記作業に従事する派遣労
働者に対して、社会保険庁が作
成した資料により、社会保険庁
職員が実施

「ねんきん特別便専用ダイヤルの電話相談業務委託」と「1430万件、36万件の旧台帳の

転記作業」の契約形態等の整理
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